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とちぎの元気な森づくり県民税に関する各意向等調査結果概要

区分 対象者・回答数 実施時期

とちぎネットアンケート
（県民）

448名（約47％） 令和４(2022)年８月

市町意向調査 25市町 令和４(2022)年７月

関係団体意向調査
経済・消費者・林業
森林ボランティア
計26団体（約87％）

令和４(2022)年７月
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図表１ 県民等が考える森林の

公益的機能の重要度（R4）
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図表２ 県民等が考える森林の

公益的機能の重要度（R1）

県民 市町 団体

１ 森林の公益的機能の重要度

➣ 県民・市町・関係団体への調査では、県民等が重要と考える森林の機能は
「災害防止機能」 、「地球環境保全機能」、「水源涵養機能」が令和元年度
に引き続き上位【図表１・２】

資料：栃木県「とちぎネットアンケート（令和４年８月）
資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する

市町・団体意向調査票」（令和４年７月）

資料：栃木県「とちぎの森林・林業に関する県民意識調査」令和元年10月）

資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する

市町村長・団体等意向調査票」（令和元年10月）

（複数回答）

災害防止機能

地球環境保全機能

水源涵養機能

生物多様性保全機能

快適環境形成機能

教育・文化機能

保健・
レクリエーション
機能

災害防止機能

地球環境保全機能

水源涵養機能

生物多様性保全機能

快適環境形成機能

教育・文化機能

保健・
レクリエーション
機能

（複数回答）

※最も重要と考える取組、２番目に重要と考える取組
についてそれぞれ補正（1.5倍、1.3倍）



２ 第２期とちぎの元気な森づくり県民税事業（森林の若返り促進）

関係団体への調査では、森林の若返り促進策を強化すべきであるとの回答がＲ元年度から
増加し約７割を占めた。【図表３・４】
一方で、市町への調査では、Ｒ元年度と比較して現状の対策を推進すべきという回答が増
加した。【図表３・４】

資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する市町・団体意向調査票」
（令和４年７月）
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図表４ 市町等が考える森林の若返り促進（Ｒ元）

対策を強化すべきである 現状の対策のままでよい わからない

資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する市町村長・団体等意向調査票」
（令和元年10月）
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図表３ 市町等が考える森林の若返り促進(R4)

対策を強化すべきである 現状の対策のままでよい わからない



３ 第２期とちぎの元気な森づくり県民税事業（シカ等による獣害対策）

関係団体への調査では、獣害対策を強化すべきであるとの回答が約７割を占めた。【図表
５】
シカによる苗木の食害やクマによる皮剥ぎ被害は依然として高い水準で推移【図表６】

資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する市町・団体意向調査票」
（令和４年７月）
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被害金額（シカ） 47 59 103 118 97 94 82 49 63 82

被害金額（クマ） 59 107 103 150 81 64 41 86 54 88

被害面積（シカ） 14 26 28 37 40 28 26 21 28 40

被害面積（クマ） 17 31 29 42 25 20 13 24 16 25
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資料：栃木県環境森林部調べ

（令和４年６月）

図表６ シカ等による被害面積・被害金額
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図表５ 市町等が考えるシカ等による獣害対策

対策を強化すべきである 現状の対策のままでよい わからない



４ 第２期とちぎの元気な森づくり県民税事業（里山林整備支援）

市町・関係団体への調査では、里山林整備支援を強化すべきであるとの回答が約半数を占
めた。【図表７】
また、16市町・団体から里山林整備事業の交付期間の延長や交付期間満了後の対応等につ
いて検討すべきという意見があった。

資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する市町・団体意向調査票」
（令和４年７月）
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総計 203

図表８ 交付期間が満了する団体数

資料：栃木県環境森林部調べ（令和４年８月）
里山林管理事業における交付期間が満了する団体数

令和４年度で、現在支援を受けている団体の
約８５％が交付期間満了

46%

52%

50%

44%

4%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

団体(n=26)

市町(n=25)

図表７ 市町等が考える里山林整備

対策を強化すべきである 現状の対策のままでよい わからない



５ 第２期とちぎの元気な森づくり県民税事業（森林所有対策）

市町への調査では、森林所有対策を強化すべきであるとの回答が令和元年度と同様に約半
数を占めたが、関係団体への調査では、現状の対策のままでよいという回答が増加した。
【図表９・10】

資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する市町・団体意向調査票」
（令和４年７月）

資料：栃木県「とちぎの元気な森づくり県民税に関する市町村長・団体等意向調査票」
（令和元年10月）
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図表10 市町等が考える森林所有対策(R元)

対策を強化すべきである 現状の対策のままでよい わからない
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図表９ 市町等が考える森林所有対策(R4)

対策を強化すべきである 現状の対策のままでよい わからない


